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石灰質超微プランクトンの化石化斜

西田史朗茶器

ができ，古生物相・古地理・古海流の復元辰ど，

古生物学・古環境論・堆積論の上での貢献も少な

くない。このため，

a)現生群集の分布，

b)沈降。運搬の機構，

c)沈降・沈着過程での混合・溶解を含む分別

・分級作用，

d)堆積・続成過程での溶解または石灰質の沈

着作用，

を定性的・定量的に明らかにする必要がある。

本報では，本州南方海域での現生coccolitho-･

Pboridsの垂直分布，現生群集とひか〈的狭い海

域における水深の異履った遺骸群集の比較沈降

途次の群集組成の変化を報告する。

1°はじめに

石灰質超微プランクトンは，近年ジュラ紀以降

の海域堆積物の年代決定と古海洋環境推定の有力

な化石と蔵ってきた。

一般に石灰質超微プランクトンと呼ばれている

生物群は，光合成を行履うCoccolithophyceaeを

主とするが，電顕オーダの大きさと石灰質物から

なる生物の便宜的な一群で，分類体系上の決った

位置を占めるものでは蔵い。しかし，その主体は

"rke&Green(1964)によると, Ihptophyta綱，

Haptoplyceae目, Isochrysidales科に分類され

ている。通常1以ないし50/L程度の大きさで， フ・

ランクトンネットを通過してしまうことと，光学

顕微鏡観察の限界近くにあることから，詳しい研

究は近年始蜜ったと言える。

多くのCoccolithodmoridsは，球形ないし蕊状

の単細胞生物で， 2本の等長な鞭毛をもち，色素

体により光合成を行履う。この細胞体は表層部に

coccolithsと呼ぶcalciteの盤状体を配列し，

生活活動を停止すると崩壊し始める。このcocc‐

olitbsを帯びた細胞体をcoccosphereと言う。

化石coccolithophoridsの分類はcoccolitm

の形態により，現生coccdlthoridsはcoccoliths

の形態i,coccosphere上での配列などに“行われる。

OOccolithをつくるcalcl･beが単一の形態を示

すか，否かによって,前者をhoJ.Ococcolith,後者

をheterococcolithと言う。との区別はcoccol-

ithophoridsの化石化と密接な関係をもつ。

このcoccolithoPhoridsの現生群集の水平分布

・垂直分布，生態と死後の沈降・沈着・堆積・続

成過程について，各国で精力的な研究が進められ

ている。主なものを文献として紹介した。この過

程を明らかにすることによりbiocoenosisから

thanatocoenosisへの動的な移り変りを知ること

2．研究の方法

現生coccolithophorisは，船上で採水後直ち

に0.8〃孔のミリポアフィルターを使って1X10~'
tOr里程度で吸引瞳過し，捕集した。この際，大

型プランクトンや浮遊物を除くため200meshの金

網で予備的に渡過した。したがってフィルターに

残った資料は0.8浬から74〃の間である。瞳過後

は清水で洗浄した後，乾燥した。

試料の載ったフィルターの面積が一定なので，

漉過水の体積を測っておけば，単位体積中のco-

ccolithophoridsの数を知ることができる。ふつ

,41itresないし201itresの海水を吸引臆過

するが，懸濁物およびcoccospheresの含まれ方

により異履る。

室内では，試料の載ったフィルターを直径3m

の円形に打抜き（西田・岩井, 1，77)，走査電子顕

微鏡(sE”の試料台に固定し， イオンスパッター

法でAu膜を被覆する。

処理のすんだ試料は，走査電子顕微鏡(sE1，下

で同定し， 300個体以上になるまで計数した。

底質試料については，西田（1974）の方法で濃

集し，ガラス板上に拡げて，上記のAuコーティグ
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を行ない観察した。 で648個/1,St､7で512個/1.と康り，両測点と

も300m深では完全蕨coccosphereがほとんどみ

られ履く蔵る。

この両測点では，全群集の80弼履いし90筋が

GePhyrocapsaericsomMclntyre&Be,"111a-

3．試料について

今回報告に用いた試料は，東京大学海洋研究所

・白鳳丸KH－78－･1次研究航海と東海大学丸Ⅱ世

によるGDP--21次研究航海により得たもので，そ

の採集位置は第1図と第1表に示した通りである。

KH-78-1-St.1とSt. 7は，表層, 10,50, 100,

150, 200, 300, 400, 600, 800, 1000, 1500,200q

3000, 4000meterSの各層で採水し,水温･塩分濃度・

溶存酸素量・栄養塩(PO4-P,Sio2-Si,NOr+NO3)

が船上で直ちに測定され, coccolithophorldsに

ついては，吸引隙過した乾燥試料を陸上に持.ら帰

りSEM下で検討した。この2測点については7CO-

ccolithophoridsの垂直分布をみようとしたもの 嶺

である。

底質試料は，多くの採泥試料のうちEmiliania

huxleyi (Lolnann) fhy&Mohlerを含むものを，

仮に現世底質群集と認定した〃Gartner(1977)は

mmlianiahuxleyi (Lobmann)のAcmeZoneの始

niahuxle"(LohIIlann)Hay&Mohler,Gephyr-
－

ocapsaoceanlcaKamptnerの5種で占められ，
－－

残余をAnoplosoleniabracllienSis(LohInann)

聖Z"(Schlauder)Ga-De1,1andre)Anthosphaera
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4現生群集

現生coccolithophoridsの垂直分布をKH-78-

1-St､1とSt､7について，第2,5,4図に示す。

St.1は表層で25,000個/1.以上,S･b.7は同じ

く11,000個／1，以上の産出をみるが,両測点とも

生産量の大きいのは，表層から150m深までで，

極大点を100mにもつ。極大点での生産量は，

St.1では28,000個/1 .以上, St.7では12,000個

／1.以上を示す。有光帯限界の200m深では,S･b.1
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第1表試料採集位置
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KH－78－1－ST、7
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第4図 KH-78-1-St. 1, St!7測点でのcoccosphoridS群集組成の垂直分布
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第7図大東海嶺群域でのcoccolithophorids群

集組成の深度変化。KH-78-1-M58は現世表層

群集, GDP-21-67 5, 11は現世底質群集。
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1thsの分布を示す。黒丸はcoccoSphereの形で

の産出を示し，白丸coccolithsとしての産出を

示す。唖子78-1-St.1測点では，表層で22種の
ー

coccollthophoridsが見出され，そのうち16種が

coccosphere状で産出する何生産量の極大を示す
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1500m以深ではcoccosdnere状での産出は全くみ

られ履く左る･KH-78-1-St､7測点の500m以深

では, coccolithの状態ですら産出し丘い◎
◆ ◆＋令÷◆ ●◆ ◆今 牟◆÷今◆

GpP-21-5

5．現世底質群集

沈降した石灰質超微プランクトンの底質中での

様子， とくに深度による差別的溶解の様相を知る

ため，大東海嶺群域の深さの異なる5点の試料を

検討した。

第7図は，現生表層群集と深さの異履るろ点で

の現世底質群集の組成を示したものである。これ

3000

寸 十◆ ◆ ＋

CDP-2ｴｰﾕﾕ
－

● 今

3う00男．uU

第8図大東海嶺群域でのcoccolithophorldsの

深度分布。 ・はcoccosphere7 oはcoccolith

での産出を示す。＋は現世底質群集一種名につ

いた升は，誘導化石を示す。
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によるとEm1lianj.ahuxleylの減少, Gephyroca- Be,A.WH.,&Berger,W.H,edsDissolution
一一

IFaoceanicaの相対的増加, CWclococcolithus ofdeep-seacarbonate,Ousm]anFoundation

leptoporaとUmbllicosphaerasibogaeの著じる forF'oram.Res.,Spec.Pub1.15,7-10.
一 －

しい増加が注目される。 Gartner,S.,(1977):Calcareousnannofossilbi-

底質群集の質的変化をさらに細かく検討するた ostratlgraphyandrevisedzonationofthe

め，第8図を作製した。この図は，表層群集につ Pleistocene.MnrineMicropaleontology, 2,

いてはcoccosphereで．底質群集についてはco- 1－25.

ccolithsで表現しているが，今回のよう厳群集 Geitznauer,K.R. )Roche)M.B. ,&Mclntyre,A. ,

構成の場合，大きな差異は厳い。本来は西田(1977) (1976):ModernlZcificcoccollthassemblag･

"Schneidennann(1977)のように，現生表層群集

もcoccoli油sに換算して表現すべきであろう。

図中詩印の付した種は，絶滅種あるいはこの海

域から見られなくなった種で，誘導化石と考えて

よい。表層では19種の現生種が確認され' COCC-

osphereで産出したものはそのうち11種で,hol-

ococcolithsはAnthosphaeraoryzaのみである。

1970m深では産出化石191種中6種が, 2750m深

では同じく20種中8種が誘導化石である。3310m

深で誘導化石のみられ底いのは， この試料のみ柱

状採泥によるためかもしれない。

es:derivatlonandapplication ljolatePle-

iStocenepaleotemperatureanalysls.inOli-

ne7R.M･ > &lhys,J．D. , eds. Investi"tionof

labeQuaternarypaleoceanographyandclim-

atology.Geol. .Soc.AIner. ,Mem. 145,423－464.

－－，勘--(1977):Coocolltbsbiogeogr-》

aPhyfromNorthA･blanticandIhcificsurf-

acesediments・ irl Ibmsay,A.T・S. 7ed. Oceanlc

Micropalaeontology,2,975－1108、

Honjo,S.,(1975):DissolutionofSuspendedco-

ccolitbS in ･bhedeep-seawatercolunmand

sedimentatlonofcoccolithoozeinSliter,

W､V’Be7A､W.H， ,&Berger,W.H. peds・Dissol-

tionofdeep-seacarbonate,CushmanFounda-

tionforForanl.Res. , Spec.Pub1. 13,114-128.

-(1976):Coccoliths:production,transpor-

tationandsedimentation.WrineMicropale-

ontology,.1,65-79.

-(1977):Biogeographyandprovlncialism

oflivingOOccolithophoridsinthePacific

Ocean inrｾlmsay,A,T・S． ， ed． ，Oceanicmicrop-

alaeontio1ogy,2,951-972.

-&Okada,H. ,(1974): Commun:iWstrucbure

ofcoccolithoPhorldsin ･bhephoticlayer

of 'bhemld-moificOcean・Micropaleonto1o-

gy, 20, 209-230.

Mclntyre,A. ,(.1967);Ooccolithsaspaleoclima-

極cindicatorsof,Pleistoceneglaciabions.

Science, 158, ､1514-1517.

－－-&Be,A.W.H. ,(1967);MOdernCocoolit,hop-

horldaeof・ tiheAtlanticOcean・IPlacolitbs

6° まとめにかえて

以上のように現段階では，資料の整理が不一'一分

で，詳しい議論を避けたい。しかし，石灰質超微

プランクトンの示準化石としての価値は，現在の

地質年代尺度の範囲で把えている限り，いささか

も問題にすることは厳い。より短かい時間尺度，

より狭い環境条件で議論しようとするとき，筆者

が問題にしているような事柄が，精確に押えられ

ている必要があろう。

終りに厳りましたが，本研究の試料採取に多大

の御協力を受けたGDP-21次研究航海の主席研究

員．志,肢常正京都大学助教授，東海大学丸Ⅱ世

，吉田一雄船長はじめ乗船研究員・乗組員・東海

大学学生諸氏，ならびに東京大学海洋研究所KH-

78－1次研究航海主席研究員．堀部純男教授はじ

め乗船研究者，白鳳丸田玉一郎船長・乗組員諸

氏に篤く感謝致します。
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現在までに確実なこけ虫として知られているも 中期オルドビス紀にまたがるものでもない。

のは中期オルドビス紀の初期(Whiterockianst- BlackRockunitは海綿類一藻類一こけ虫類一

age)のものである。しかしBlackROck石灰岩 腕足類相でこれと同時代と考えられる軟体類優先

（北西アーカンソー州と北東ミズーリ州に分布） のSmithvillelmitとは対照的である。二つの

から産出するdianulitid種が疑いなく最も古い unitsは同時代で指交関係にある｡BlackRockの

こけ虫だと思われる。 露頭は北西アーカンソーのSharp郡とLaWrence

保存状態が悪いので未記載であったが，中でよ 郡を横切ってほぼ東西方向に限られており，最近

く保存されたスペシメンは虫室多型（ほとんどす これらとは約150町離れてミズーリ州に発見され

べての石灰質こけ虫に特徴的なもので， この場合 た。二露頭の関係はわから丘いがBlackRockと

は大きいautozooeciaとより小さいmesozooecia) Smitbvil].eのassociationはどちらの露頭でも見

を示している。 られるo

BlackRock石灰岩は初期オルドビス紀後期 dianlll1tidの系統的位置は長い間論争の的で

(Cassinian)唾昔綜した浅海炭酸塩相で，この時代 あり，かつてTrepostonata目から町stoporata

を示す化石は腕足類である。これはCanadiange- 目を分離する提案もあったが, Treatiseonln-

nera(DiparelasIm,Polytoech1a)に限られている。 vertebratemleontologyの改版ではもとのま玄

その他のタクサは特徴的でも履く，時代的に初～ になっている｡
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